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JET と農の動機
自然に深い興味を持っていた僕は、ずっと研究者にな

ろうと思っていました。しかし、大学を卒業した頃には、
ラボの研究では影響の範囲が実は狭いのではないかと感
じはじめ、世界に対してもっと大きくてポジティブな影
響を与えたいと考えました。そこで、研究者よりも大き
な生きがいを探すことにしました。

僕は、以前にイギリスで子どもに関わるボランティア
に携わっていた時に、教育の大切さとその仕事のやりが
いを感じており、そして、かつて滞在したことのある日
本にまた行きたいという気持ちが強かったため、自然と
JET プログラム（語学指導等を行う外国人青年招致事業）
に応募していました。

生徒たちに英語を教え、日本の学校のコミュニティー
に貢献するなかで、僕の生きがいを見つけられるかもし
れない。そう考えながら、長崎市へ出発しました。

長崎での農業体験
初めて日本に来たのは、大学へ行く前に経験したワー

キングホリデーでした。その時に、色々な農業体験がで
きたこともあり、長崎での生活や仕事が落ち着いてきた
ら、以前のような農業体験にまた挑戦したくなりました。

お茶摘み、田植え、ミカンの摘果と、面白い体験に関
わるなかで、長崎の名物を知ることができました。その
体験で仲良くなった枇杷農家さんに、外国語指導助手

（ALT）の枇杷収穫イベントをしたいと伝えたところ、「い
いよ」と言ってくれました。
「10 人程の ALT が枇杷の畑に行き、みんなで枇杷を

収穫する」。長崎だからこそできる体験でした。
僕は、積極的に体験できるところを探しましたが、僕

だけの力でこのような素晴らしい体験を実現することは
できませんでした。この体験ができたのは、長崎の人た
ちの優しさと寛容なこころのおかげです。

小学校でバケツ古代米
色々な体験の中のひとつである古代米の田植え体験で

は、そのイベントの親切な係の人が、余った苗を僕にく
れました。その時、僕の頭の中にいい考えが浮かんでき
ました。小学校でこの古代米を育ててみたら、子どもた
ちにもちょっとした農業体験をさせることもできるので
はないか。僕は、早速校長先生に許可をもらって、バケ
ツを購入しました。

まず、子どもたちと一緒に土を掘り、バケツに入れて
水と混ぜました。小さな田植え体験になりました。米の
成長を見ている間にナナフシやバッタ、さまざまな虫が
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茂木枇杷の収穫体験の様子
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訪れて子どもたちは喜びました。
米の苗が育ち、無事に収穫の時期が来た時には、学校

放送でお知らせをしました。数十人もの生徒が来てくれ
て一緒に稲刈り体験ができました。バケツ８個分しかな
かったので、皆が少しでも体験できるように、一人一本
ずつ茎をハサミで切ってもらいました。

収穫した後にすり鉢を使って、籾摺り（もみすり）を
するのが大変でしたが、子どもたちの力を借りて一緒に
少しずつ行いました。最後には、よく手伝いに来てく
れた子どもたちと一緒に、２合の古代米を混ぜたごはん
を食べました。

中学校の菜園
小学校でのプロジェクトが順調に進んでいたので、中

学校でも何かできないかなと考えました。学校の体育館
の裏に、昔、菜園として使われたところがありました。
草だらけの空き地でしたが、生徒の中でボランティアを
募集して一緒に耕しました。

その後、生徒と一緒に、ブロッコリーとトマトを植え
ました。中学生は勉強と部活でとても忙しいので、参加
してほしい時は直接誘うのがコツです。それに加えて、
円滑に面白い体験を提供できるように、作業の計画を事
前に考えることも必要不可欠です。

将来に向けて
僕は、学校で行った農業体験に参加した子どもたちが

喜んでくれたことで、物凄くやりがいを得ることができ
ました。将来、自分の農場を経営し、農業体験イベント
を開催することで、皆の自然や農業への興味を高めるこ
とができるかもしれません。それは、僕の生きがいにな
るのではないかと感じています。

僕は、2024 年８月に JET プログラムや長崎の子ども
たちとお別れをすることになりました。そして今、自分
の農場を作る第一歩として、北海道の農場で働いてい
ます。

北海道での農作業の様子と農場を作るまでの道につい
ては、インスタグラムやユーチューブで記録しています
ので、興味がある人は是非ご覧ください。

Harrison Maund
（ハリソン・モーンド）
イギリスのウスター出身。2020
年にバース大学を卒業し、2021
年から 2024 年まで長崎の ALT
として JET プログラムに参加し

ました。津軽三味線とスミレの花が好きです。
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小学校古代米プロジェクトの米が元気に成長してきた

中学生と一緒に校内の空き地を耕す

小学生たちが古代米の苗をバケツに植える


